
(57)【要約】

【課題】送信元から受信したデータの少なくとも一部を

送信の指定に基づいて別の装置に送信することによって

、送信先の機器が利用可能なデータを受け取ることがで

きる通信装置を提供する。

【解決手段】情報元識別子及び情報元識別子に対応する

属性情報を含むデータを取得し（Ｓ３００）、他の通信

機器が情報元識別子によって示されるデータを利用可能

であることを示している属性情報を持つ情報元識別子が

入力部によって選択された場合（Ｓ３１０）、他の通信

機器に対して選択された情報元識別子を含むデータを送

信する（Ｓ３１４）。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 通 信 装 置 で あ っ て 、
　 通 信 回 線 上 に あ る 情 報 の 所 在 を 示 す 情 報 元 識 別 子 と 、 前 記 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ
る 情 報 元 か ら の 情 報 が 対 象 と す る 機 器 の 種 類 を 表 す 属 性 情 報 と を 含 む 受 信 デ ー タ を 送 信 元
か ら 受 信 し 、 指 示 さ れ た 送 信 デ ー タ を 外 部 に 送 信 す る た め の 通 信 部 と 、
　 送 信 対 象 と な る 機 器 の 種 類 を 表 す 機 器 属 性 と 前 記 属 性 情 報 と が 関 連 付 け て 記 憶 さ れ て い
る 記 憶 部 と 、
　 ユ ー ザ か ら の 入 力 を 受 け 付 け る た め の 入 力 部 と 、
　 前 記 通 信 装 置 の 動 作 を 制 御 す る た め の 制 御 部 と を 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、
　 　 前 記 入 力 部 に よ る 入 力 に 基 づ き 選 択 さ れ た 前 記 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 前 記 属 性 情 報
と 、 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 機 器 属 性 と の 比 較 に 基 づ き 、 前 記 属 性 情 報 に 対 応 す
る 機 器 に 前 記 受 信 デ ー タ の 少 な く と も 一 部 を 前 記 通 信 部 を 介 し て 送 信 す る 送 信 制 御 手 段 と
を 含 む 、 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 通 信 装 置 で あ っ て 、
　 通 信 回 線 上 に あ る 情 報 の 所 在 を 示 す 情 報 元 識 別 子 と 、 前 記 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ
る 情 報 元 か ら の 情 報 が 対 象 と す る 機 器 の 種 類 を 表 す 属 性 情 報 と を 含 む 受 信 デ ー タ を 送 信 元
か ら 受 信 し 、 指 示 さ れ た 送 信 デ ー タ を 外 部 に 送 信 す る た め の 通 信 部 と 、
　 送 信 対 象 と な る 機 器 を 登 録 機 器 と し て 特 定 す る た め の 機 器 情 報 と 、 前 記 登 録 機 器 の 機 器
属 性 と が 関 連 付 け て 記 憶 さ れ て い る 記 憶 部 と 、
　 ユ ー ザ か ら の 入 力 を 受 け 付 け る た め の 入 力 部 と 、
　 前 記 通 信 装 置 の 動 作 を 制 御 す る た め の 制 御 部 と を 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、
　 　 前 記 入 力 部 に よ る 入 力 に 基 づ き 選 択 さ れ た 前 記 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 前 記 属 性 情 報
と 、 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 機 器 属 性 と の 比 較 に 基 づ き 、 前 記 属 性 情 報 に 対 応 す
る 前 記 登 録 機 器 に 前 記 受 信 デ ー タ の 少 な く と も 一 部 を 前 記 通 信 部 を 介 し て 送 信 す る 送 信 制
御 手 段 と を 含 む 、 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、
　 　 前 記 通 信 部 を 介 し て 前 記 属 性 情 報 に 対 応 す る 機 器 に 前 記 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ を
送 信 す る 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 情 報 元 識 別 子 は 、 第 １ の 情 報 の 所 在 を 示 す 第 １ の 識 別 子 と 第 ２ の 情 報 の 所 在 を 示 す
前 記 属 性 情 報 と 関 連 付 い た 第 ２ の 識 別 子 と を 含 み 、
　 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、
　 　 前 記 第 １ の 識 別 子 が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 前 記 通 信 部 を 介 し て 前 記 第 １ の 識 別 子 に よ っ
て 示 さ れ る 情 報 元 に 対 し て 接 続 を 行 な い 、
　 　 前 記 第 ２ の 識 別 子 が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 前 記 通 信 部 を 介 し て 前 記 属 性 情 報 に 対 応 す る
前 記 登 録 機 器 に 前 記 第 ２ の 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 送 信 す る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、
　 　 前 記 通 信 部 を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 、 前 記 属 性 情 報 に 対 応 す る 機 器 に 送 信 す る 、 請
求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 送 信 制 御 手 段 は 、
　 　 前 記 通 信 部 を 介 し て 前 記 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 か ら の デ ー タ を 受 信 し
、
　 　 前 記 通 信 部 を 介 し て 前 記 受 信 し た デ ー タ を 前 記 属 性 情 報 に 対 応 す る 機 器 に 送 信 す る 、
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請 求 項 ５ 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 通 信 装 置 は 、
　 制 御 部 か ら の 指 示 に 応 じ た 画 像 を 表 示 す る た め の 表 示 部 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、
　 　 前 記 表 示 部 に 前 記 情 報 元 識 別 子 が 前 記 属 性 情 報 を 持 つ こ と を 示 す 表 示 を さ せ る 手 段 を
さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 表 示 を さ せ る 手 段 は 、
　 　 ユ ー ザ に 対 し て 前 記 情 報 元 識 別 子 に 対 応 し た 選 択 肢 か ら 前 記 入 力 部 を 介 し て 送 信 す る
情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 選 択 肢 を 選 択 す る よ う 促 す 表 示 を す る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 通 信 装 置
。
【 請 求 項 ９ 】
　 入 力 部 、 記 憶 部 、 通 信 部 お よ び 制 御 部 を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ に 通 信 処 理 を 実 行 さ せ る た
め の 通 信 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 記 憶 部 は 、 送 信 対 象 と な る 機 器 の 種 類 を 表 す 機 器 属 性 と 、 通 信 回 線 上 に あ る 情 報 が
対 象 と す る 機 器 の 種 類 を 表 す 属 性 情 報 と を 関 連 付 け て 記 憶 し て お り 、
　 前 記 通 信 部 が 、 通 信 回 線 上 に あ る 情 報 の 所 在 を 示 す 情 報 元 識 別 子 と 前 記 属 性 情 報 と を 含
む 受 信 デ ー タ を 送 信 元 か ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 入 力 部 が 、 ユ ー ザ か ら の 入 力 を 受 け 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 部 が 、 前 記 入 力 部 に よ る 入 力 に 基 づ き 選 択 さ れ た 前 記 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る
前 記 属 性 情 報 と 、 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 機 器 属 性 と の 比 較 を す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 部 が 、 前 記 比 較 の 結 果 に 基 づ き 、 前 記 属 性 情 報 に 対 応 す る 機 器 に 前 記 受 信 デ ー
タ の 少 な く と も 一 部 を 前 記 通 信 部 を 介 し て 送 信 す る ス テ ッ プ と を 備 え る 、 通 信 プ ロ グ ラ ム
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 入 力 部 、 記 憶 部 、 通 信 部 お よ び 制 御 部 を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ に 通 信 処 理 を 実 行 さ せ る た
め の 通 信 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 記 憶 部 は 、 送 信 対 象 と な る 機 器 を 登 録 機 器 と し て 特 定 す る た め の 機 器 情 報 と 、 前 記
登 録 機 器 の 機 器 属 性 と を 関 連 付 け て 記 憶 し て お り 、
　 前 記 通 信 部 が 、 通 信 回 線 上 に あ る 情 報 の 所 在 を 示 す 情 報 元 識 別 子 と 、 前 記 情 報 元 識 別 子
に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 か ら の 情 報 が 対 象 と す る 機 器 の 種 類 を 表 す 属 性 情 報 と を 含 む 受 信
デ ー タ を 送 信 元 か ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 入 力 部 が 、 ユ ー ザ か ら の 入 力 を 受 け 付 け る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 部 が 、 前 記 入 力 部 に よ る 入 力 に 基 づ き 選 択 さ れ た 前 記 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る
前 記 属 性 情 報 と 、 前 記 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 機 器 属 性 と の 比 較 を す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 制 御 部 が 、 前 記 比 較 の 結 果 に 基 づ き 、 前 記 属 性 情 報 に 対 応 す る 前 記 登 録 機 器 に 前 記
受 信 デ ー タ の 少 な く と も 一 部 を 前 記 通 信 部 を 介 し て 送 信 す る ス テ ッ プ と を 備 え る 、 通 信 プ
ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ９ ま た は 請 求 項 １ ０ 記 載 の 通 信 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 、 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可
能 な 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 通 信 回 線 上 の 情 報 元 の 所 在 を 示 す 情 報 に 基 づ い て 、 当 該 情 報 元 の 接 続 処 理 を
行 な う 通 信 装 置 、 コ ン ピ ュ ー タ に 通 信 処 理 を 実 行 さ せ る た め の 通 信 プ ロ グ ラ ム お よ び 記 録
媒 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 近 年 、 携 帯 電 話 の 回 線 網 は イ ン タ ー ネ ッ ト と 接 続 さ れ 、 携 帯 電 話 を 用 い た メ ー ル の 送 受
信 や ウ ェ ブ サ イ ト へ の 接 続 が 広 く 行 な わ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 家 庭 内 に お い て も
Ｐ Ｃ （ Personal Computer） や テ レ ビ な ど か ら イ ン タ ー ネ ッ ト へ の 接 続 が 行 な わ れ 、 Ａ Ｄ
Ｓ Ｌ （ Asymmetric Digital Subscriber Line） や Ｆ Ｔ Ｔ Ｈ （ Fiber To The Home） と い っ
た 広 い 帯 域 を 持 つ 接 続 手 段 の 普 及 に よ っ て 、 た と え ば 動 画 コ ン テ ン ツ を ネ ッ ト ワ ー ク 経 由
で 視 聴 す る と い っ た こ と も 可 能 に な り つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 携 帯 電 話 で Ｐ Ｃ 向 け の ウ ェ ブ サ イ ト の 内 容 を 表 示 す る 機 能 が 普 及 し つ つ あ る が 、 携 帯 電
話 の 画 面 の 大 き さ は Ｐ Ｃ や テ レ ビ の 画 面 の 大 き さ に 比 べ て 明 ら か に 小 さ い た め 、 コ ン テ ン
ツ に よ っ て は 携 帯 電 話 の 画 面 の 大 き さ で は 不 十 分 で あ る 場 合 も あ る 。 し た が っ て 、 携 帯 電
話 か ら コ ン テ ン ツ に 応 じ て Ｐ Ｃ や テ レ ビ と い っ た 大 き な 表 示 画 面 を 持 つ 機 器 に 対 し て 表 示
の 代 替 を 要 求 で き る と 利 便 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 た と え ば 、 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 方 法 を 用 い て 、 携 帯 電 話 に Ｕ
Ｒ Ｌ （ Uniform Resource Locator） 情 報 付 き の メ ー ル デ ー タ が 受 信 さ れ た 場 合 に そ の メ ー
ル デ ー タ を 情 報 処 理 装 置 へ 転 送 し 、 情 報 処 理 装 置 か ら そ の Ｕ Ｒ Ｌ 情 報 に 基 づ い て サ ー バ 装
置 へ 接 続 し て 取 得 さ れ る 情 報 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ３ ５ ３ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ３ ４ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 技 術 で は 、 携 帯 電 話 な ど
の 小 さ な 画 面 向 け に 最 適 化 さ れ た コ ン テ ン ツ の Ｕ Ｒ Ｌ 情 報 に つ い て も 全 て 、 携 帯 電 話 よ り
も 画 面 の 大 き な 情 報 処 理 装 置 に 転 送 す る こ と に な る た め 無 駄 が 生 じ る 。 ま た 、 サ ー バ 装 置
に よ っ て は 、 携 帯 電 話 以 外 の 機 器 か ら の 接 続 を 拒 否 す る 設 定 を 行 な っ て い る 場 合 も あ り 、
そ の よ う な Ｕ Ｒ Ｌ 情 報 に つ い て は 転 送 し な い ほ う が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 本 発 明 の 目 的 の 一 つ は
送 信 元 か ら 受 信 し た デ ー タ の 少 な く と も 一 部 を 送 信 の 指 定 に 基 づ い て 別 の 装 置 に 送 信 す る
こ と に よ っ て 、 送 信 先 の 機 器 が 利 用 可 能 な デ ー タ を 受 け 取 る こ と が で き る 通 信 装 置 を 提 供
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の １ つ の 局 面 に 従 う と 、 通 信 装 置 で あ っ て 、 通 信 回 線 上 に あ る 情 報 の 所 在 を 示 す
情 報 元 識 別 子 と 、 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 か ら の 情 報 が 対 象 と す る 機 器 の 種
類 を 表 わ す 属 性 情 報 と を 含 む 受 信 デ ー タ を 送 信 元 か ら 受 信 し 、 指 示 さ れ た 送 信 デ ー タ を 外
部 に 送 信 す る た め の 通 信 部 と 、 送 信 対 象 と な る 機 器 の 種 類 を 表 わ す 機 器 属 性 と 属 性 情 報 と
が 関 連 付 け て 記 憶 さ れ て い る 記 憶 部 と 、 ユ ー ザ か ら の 入 力 を 受 け 付 け る た め の 入 力 部 と 、
通 信 装 置 の 動 作 を 制 御 す る た め の 制 御 部 と を 備 え 、 制 御 部 は 、 入 力 部 に よ る 入 力 に 基 づ き
選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 と 、 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 機 器 属 性 と の 比
較 に 基 づ き 、 属 性 情 報 に 対 応 す る 機 器 に 受 信 デ ー タ の 少 な く と も 一 部 を 通 信 部 を 介 し て 送
信 す る 送 信 制 御 手 段 と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 局 面 に 従 う と 、 通 信 装 置 で あ っ て 、 通 信 回 線 上 に あ る 情 報 の 所 在 を 示 す 情
報 元 識 別 子 と 、 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 か ら の 情 報 が 対 象 と す る 機 器 の 種 類
を 表 わ す 属 性 情 報 と を 含 む 受 信 デ ー タ を 送 信 元 か ら 受 信 し 、 指 示 さ れ た 送 信 デ ー タ を 外 部
に 送 信 す る た め の 通 信 部 と 、 送 信 対 象 と な る 機 器 を 登 録 機 器 と し て 特 定 す る た め の 機 器 情
報 と 、 登 録 機 器 の 機 器 属 性 と が 関 連 付 け て 記 憶 さ れ て い る 記 憶 部 と 、 ユ ー ザ か ら の 入 力 を
受 け 付 け る た め の 入 力 部 と 、 通 信 装 置 の 動 作 を 制 御 す る た め の 制 御 部 と を 備 え 、 制 御 部 は
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、 入 力 部 に よ る 入 力 に 基 づ き 選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 と 、 記 憶 部 に 記
憶 さ れ て い る 機 器 属 性 と の 比 較 に 基 づ き 、 属 性 情 報 に 対 応 す る 登 録 機 器 に 受 信 デ ー タ の 少
な く と も 一 部 を 通 信 部 を 介 し て 送 信 す る 送 信 制 御 手 段 と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 送 信 制 御 手 段 は 、 通 信 部 を 介 し て 属 性 情 報 に 対 応 す る 機 器 に 情 報 元 識 別 子
を 含 む デ ー タ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 情 報 元 識 別 子 は 、 第 １ の 情 報 の 所 在 を 示 す 第 １ の 識 別 子 と 第 ２ の 情 報 の 所
在 を 示 す 属 性 情 報 と 関 連 付 い た 第 ２ の 識 別 子 と を 含 み 、 送 信 制 御 手 段 は 、 第 １ の 識 別 子 が
選 択 さ れ た 場 合 は 、 通 信 部 を 介 し て 第 １ の 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 に 対 し て 接 続 を
行 な い 、 第 ２ の 識 別 子 が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 通 信 部 を 介 し て 属 性 情 報 に 対 応 す る 登 録 機 器
に 第 ２ の 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 送 信 制 御 手 段 は 、 通 信 部 を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 、 属 性 情 報 に 対 応 す る
機 器 に 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 送 信 制 御 手 段 は 、 通 信 部 を 介 し て 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 か
ら の デ ー タ を 受 信 し 、 通 信 部 を 介 し て 受 信 し た デ ー タ を 属 性 情 報 に 対 応 す る 機 器 に 送 信 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 通 信 装 置 は 、 制 御 部 か ら の 指 示 に 応 じ た 画 像 を 表 示 す る た め の 表 示 部 を さ
ら に 備 え 、 制 御 部 は 、 表 示 部 に 情 報 元 識 別 子 が 属 性 情 報 を 持 つ こ と を 示 す 表 示 を さ せ る 手
段 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 表 示 を さ せ る 手 段 は 、 ユ ー ザ に 対 し て 情 報 元 識 別 子 に 対 応 し た 選 択 肢 か ら
入 力 部 を 介 し て 送 信 す る 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 選 択 肢 を 選 択 す る よ う 促 す 表 示 を す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 局 面 に 従 う と 、 入 力 部 、 記 憶 部 、 通 信 部 お よ び 制 御 部 を 有 す る コ ン
ピ ュ ー タ に 通 信 処 理 を 実 行 さ せ る た め の 通 信 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 記 憶 部 は 、 送 信 対 象 と
な る 機 器 の 種 類 を 表 わ す 機 器 属 性 と 、 通 信 回 線 上 に あ る 情 報 が 対 象 と す る 機 器 の 種 類 を 表
わ す 属 性 情 報 と を 関 連 付 け て 記 憶 し て お り 、 通 信 部 が 、 通 信 回 線 上 に あ る 情 報 の 所 在 を 示
す 情 報 元 識 別 子 と 属 性 情 報 と を 含 む 受 信 デ ー タ を 送 信 元 か ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 入 力 部
が 、 ユ ー ザ か ら の 入 力 を 受 け 付 け る ス テ ッ プ と 、 制 御 部 が 、 入 力 部 に よ る 入 力 に 基 づ き 選
択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 と 、 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 機 器 属 性 と の 比 較
を す る ス テ ッ プ と 、 制 御 部 が 、 比 較 の 結 果 に 基 づ き 、 属 性 情 報 に 対 応 す る 機 器 に 受 信 デ ー
タ の 少 な く と も 一 部 を 通 信 部 を 介 し て 送 信 す る ス テ ッ プ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 局 面 に 従 う と 、 入 力 部 、 記 憶 部 、 通 信 部 お よ び 制 御 部 を 有 す る コ ン
ピ ュ ー タ に 通 信 処 理 を 実 行 さ せ る た め の 通 信 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 記 憶 部 は 、 送 信 対 象 と
な る 機 器 を 登 録 機 器 と し て 特 定 す る た め の 機 器 情 報 と 、 登 録 機 器 の 機 器 属 性 と を 関 連 付 け
て 記 憶 し て お り 、 通 信 部 が 、 通 信 回 線 上 に あ る 情 報 の 所 在 を 示 す 情 報 元 識 別 子 と 、 情 報 元
識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 か ら の 情 報 が 対 象 と す る 機 器 の 種 類 を 表 わ す 属 性 情 報 と を
含 む 受 信 デ ー タ を 送 信 元 か ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 入 力 部 が 、 ユ ー ザ か ら の 入 力 を 受 け 付
け る ス テ ッ プ と 、 制 御 部 が 、 入 力 部 に よ る 入 力 に 基 づ き 選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す
る 属 性 情 報 と 、 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 機 器 属 性 と の 比 較 を す る ス テ ッ プ と 、 制 御 部 が 、
比 較 の 結 果 に 基 づ き 、 属 性 情 報 に 対 応 す る 登 録 機 器 に 受 信 デ ー タ の 少 な く と も 一 部 を 通 信
部 を 介 し て 送 信 す る ス テ ッ プ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 局 面 に 従 う と 、 上 述 の 通 信 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 、 コ ン ピ ュ ー タ 読
み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 を 提 供 す る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 外 部 か ら 受 信 し た 情 報 元 識 別 子 と 属 性 情 報 と を 含 む デ ー タ の 少 な く と も 一 部 を 送 信 の 指
定 に 基 づ い て 別 の 機 器 に 送 信 す る こ と に よ っ て 、 送 信 先 の 機 器 で そ の 機 器 を 対 象 と し た デ
ー タ を 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 で は 、 同
一 の 部 品 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。 そ れ ら の 名 称 お よ び 機 能 も 同 じ で あ る 。 し た が っ
て 、 そ れ ら に つ い て の 詳 細 な 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 [実 施 の 形 態 １ ]
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 通 信 装 置 １ ０ ０ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 通 信 装 置 １ ０ ０ と 、 通 信 機 器 １ ２ ０ ， １ ３ ０ ， １ ４ ０ と
の 間 で や り 取 り さ れ る デ ー タ の 流 れ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 こ こ で 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 た
と え ば 、 携 帯 電 話 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Personal Digital Assistance） で あ り 、 通 信 機 器 １ ２ ０ は
、 た と え ば 、 テ レ ビ 、 Ｐ Ｃ 等 で あ る 。 通 信 装 置 １ ０ ０ と 通 信 機 器 １ ２ ０ が 有 す る 機 能 や 画
面 の 大 小 の 関 係 は こ の 逆 で あ っ て も よ い し 、 同 じ 機 能 や 同 じ 大 き さ の 画 面 で あ っ て も さ し
つ か え な い 。 ま た 、 通 信 機 器 １ ３ ０ ， １ ４ ０ は 、 た と え ば 、 コ ン テ ン ツ を 記 憶 し て い る ビ
デ オ サ ー バ 、 ウ ェ ブ サ ー バ 、 メ ー ル サ ー バ 等 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 外 部 の 通 信 機 器 と デ ー タ の 授 受 を 行 な う 機 能 を 有 す
る 通 信 用 イ ン タ フ ェ ー ス で あ る 通 信 部 １ ０ ３ と 、 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ や デ ー タ ベ ー ス １
９ ０ な ど が 格 納 さ れ て い る 記 憶 部 １ ０ ２ と 、 ユ ー ザ が 通 信 装 置 １ ０ ０ を 操 作 す る た め の 入
力 部 １ ０ ４ と 、 通 信 装 置 １ ０ ０ の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 １ ０ １ と を 備 え る 。 さ ら に 、 制 御
部 １ ０ １ か ら の 指 示 に 応 じ た 画 像 を 表 示 す る 表 示 部 １ ０ ５ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 制 御 部 １ ０ １ は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ （ Microprocessor） 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ す る こ と が
で き る Ｌ Ｓ Ｉ （ Large Scale Integration） で あ る Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ Field Programmable Gate A
rray） 、 特 定 の 用 途 の た め に 設 計 ， 製 造 さ れ る 集 積 回 路 で あ る Ａ Ｓ Ｉ Ｃ （ Application Sp
ecific Integrated Circuit） 、 そ の 他 の 演 算 機 能 を 有 す る 回 路 の い ず れ で あ っ て も よ い
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 記 憶 部 １ ０ ２ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク や フ ラ ッ シ ュ メ モ リ な ど 、 デ ー タ を 保 持 可 能 な 媒 体 や
回 路 の い ず れ で あ っ て も よ い 。 記 憶 部 １ ０ ２ に は 、 制 御 部 １ ０ １ に 所 定 の 処 理 を 行 な わ せ
る た め の 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ や 送 信 対 象 と な る 機 器 を 登 録 機 器 と し て 特 定 す る た め の 機
器 情 報 と 、 登 録 機 器 の 機 器 属 性 と が 関 連 付 け て 記 憶 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ９ ０ が 記 憶
さ れ て い る 。 こ こ で の 機 器 情 報 と は 、 た と え ば 、 家 庭 内 Ｌ Ａ Ｎ （ Local Area Network） な
ど で は Ｉ Ｐ ア ド レ ス な ど 所 在 を 示 す 値 で あ る が 、 も し 、 通 信 装 置 間 で あ ら か じ め 取 り 決 め
が な さ れ て い る の で あ れ ば 、 製 品 名 な ど 単 に 機 器 を 識 別 す る た め の 値 で あ っ て も か ま わ な
い 。 ま た 、 機 器 属 性 と は 、 た と え ば 、 テ レ ビ や Ｐ Ｃ と い っ た 機 器 の 種 類 を 表 わ し て い る 。
制 御 部 １ ０ １ は 、 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ に 従 っ て 、 通 信 装 置 １ ０ ０ の 内 部 の 各 部 に 対 す る
各 種 処 理 や 、 演 算 処 理 等 を 行 な う 。 デ ー タ ベ ー ス １ ９ ０ は 、 基 本 的 に は 製 造 者 が 製 造 時 に
設 定 を 行 な っ て い る が 、 ユ ー ザ が 入 力 部 １ ０ ４ に よ っ て 変 更 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 通 信 部 １ ０ ３ は 、 赤 外 線 通 信 、 Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ 等 の 近 距 離 無 線 通 信 技 術 や 、 無 線 Ｌ
Ａ Ｎ の 規 格 で あ る Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ａ 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ｂ 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ．
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１ １ ｇ 、 そ の 他 無 線 技 術 や 有 線 Ｌ Ａ Ｎ 技 術 を 利 用 し て デ ー タ 通 信 を 行 な う 通 信 用 イ ン タ フ
ェ ー ス の い ず れ で あ っ て も よ い 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 通 信 機 器 １ ２ ０ と 通 信 を 行 な う
場 合 に 使 用 す る 通 信 用 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ３ Ａ と 、 通 信 機 器 １ ３ ０ と 通 信 を 行 な う 場 合 に
使 用 す る 通 信 用 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ ３ Ｂ の ２ 種 類 を 使 用 す る が 、 一 つ の 通 信 用 イ ン タ フ ェ
ー ス を 使 用 し て 外 部 の 通 信 機 器 と 通 信 を 行 な っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 入 力 部 １ ０ ４ は 、 ス ラ イ ド 式 ス イ ッ チ 、 ボ タ ン 式 ス イ ッ チ 、 タ ッ チ パ ネ ル 、 キ ー ボ ー ド
、 リ モ コ ン や マ ウ ス な ど に 実 装 さ れ た ボ タ ン 等 、 ユ ー ザ が 入 力 を 行 な う こ と が で き る イ ン
タ フ ェ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 示 部 １ ０ ５ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 、 Ｃ Ｒ Ｔ （ Cathode Ray Tube） 、 Ｆ Ｅ Ｄ （ Field Em
ission Display） 、 Ｐ Ｄ Ｐ （ Plasma Display Panel） 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ （ Organic 
Electro Luminescence Display） 、 ド ッ ト マ ト リ ク ス 等 そ の 他 の 画 像 表 示 方 式 を と る 表 示
機 器 の い ず れ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 表 示 部 １ ０ ５ は 、 光 を 点 灯 さ せ る 発 光 体 、 た と え ば
、 Ｌ Ｅ Ｄ （ Light Emitting Diode） で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ に お い て 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 通 信 機 器 １ ２ ０ ， １ ３ ０ と デ ー タ の や り 取 り を 行 な
っ て い る 。 通 信 機 器 １ ２ ０ は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ か ら 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ が 送 信 さ れ
て き た 場 合 に そ の デ ー タ を 通 信 用 イ ン タ フ ェ ー ス で 受 信 す る 機 能 を 有 す る 。 通 信 機 器 １ ３
０ は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ に 対 し て 情 報 元 識 別 子 と 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ を 通 信 用 イ ン タ フ ェ
ー ス か ら 送 信 す る 機 能 を 有 す る 。 ま た 、 通 信 機 器 １ ２ ０ は 、 通 信 機 器 １ ２ ０ と 同 様 の 機 能
を 持 つ 通 信 機 器 １ ４ ０ と デ ー タ の や り 取 り を 行 な う 。 こ こ で 言 う 情 報 元 識 別 子 と は 、 Ｕ Ｒ
Ｉ （ Uniform Resource Identifier） や Ｉ Ｐ ア ド レ ス な ど の よ う な 通 信 回 線 上 に あ る 情 報
の 所 在 を 示 す 値 で あ り 、 も し 情 報 の 置 き 場 所 や 送 受 信 の 際 の 通 信 プ ロ ト コ ル に 関 し て あ ら
か じ め 通 信 装 置 間 で 合 意 が な さ れ て い る の で あ れ ば 、 た と え ば フ ァ イ ル 名 や 商 品 番 号 、 製
造 番 号 の よ う な 単 に 情 報 を 識 別 す る た め の 値 の み を 送 信 し 、 受 信 側 で 補 完 を 行 な っ て も か
ま わ な い 。 ま た 、 こ こ で 言 う 属 性 情 報 と は 、 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 か ら 提
供 さ れ る コ ン テ ン ツ が 対 象 と す る 機 器 の 種 類 を 表 わ し て い る 。 た と え ば 、 “ Ｔ Ｖ ” と い う
属 性 情 報 で あ れ ば 、 テ レ ビ 向 け で あ る こ と を 示 し て い る 。 な お 、 あ る 種 の 機 器 に お い て 情
報 を 入 力 す る た め の 通 信 装 置 の 通 信 方 法 が 機 器 の 種 類 を 表 わ す こ と と 実 質 的 に 等 価 に な る
場 合 も あ り 、 た と え ば 、 “ Ｉ Ｒ － ｌ ｉ ｎ ｋ ” と い う 属 性 情 報 に よ り 、 赤 外 線 通 信 が で き る
機 器 向 け と い う こ と を 示 し て も よ い 。 ま た 、 属 性 情 報 に は デ ー タ 送 信 者 が 意 図 す る 、 そ の
コ ン テ ン ツ に 対 す る 処 理 方 法 、 た と え ば 、 コ ン テ ン ツ の 中 継 、 転 送 な ど の 情 報 、 が 含 ま れ
て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 通 信 機 器 １ ２ ０ は 、 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 受 信 し た 後 、 デ ー タ を 一 旦 記 憶 部 に 保
存 し た り 、 あ る い は デ ー タ か ら 取 り 出 し た 情 報 元 識 別 子 の 値 を 元 に し て 接 続 す る 通 信 機 器
の 選 択 を 行 な い 、 情 報 元 識 別 子 が 示 す コ ン テ ン ツ を 通 信 用 イ ン タ フ ェ ー ス 経 由 で 取 得 し 、
取 得 し た コ ン テ ン ツ を 通 信 機 器 １ ２ ０ の 表 示 部 に お い て 再 生 し た り す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 通 信 機 器 １ ３ ０ が 行 な う 送 信 は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ か ら の デ ー タ 要 求 に 対 す る 応 答 と し て
も よ い し 、 通 信 機 器 １ ３ ０ の ユ ー ザ の 要 求 に 従 っ て も よ い 。 た と え ば 、 通 信 機 器 １ ３ ０ が
ウ ェ ブ サ ー バ の 場 合 に は 通 信 装 置 １ ０ ０ か ら の 要 求 に 従 っ て サ ー バ 上 の デ ー タ を 通 信 装 置
１ ０ ０ に 対 し て 送 信 し 、 通 信 機 器 １ ３ ０ が メ ー ル サ ー バ の 場 合 に は ユ ー ザ の メ ー ル 送 信 要
求 に 従 っ て 通 信 装 置 １ ０ ０ に 対 し て メ ー ル の 送 信 を 行 な っ た り す る 。 な お 、 通 信 機 器 １ ３
０ が 送 信 し た 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る コ ン テ ン ツ は 、 通 信 機 器 １ ３ ０ が ウ ェ ブ サ ー
バ の 場 合 に は 通 信 機 器 １ ３ ０ 上 に あ る こ と が 多 い が 、 た と え ば 通 信 機 器 １ ３ ０ が メ ー ル サ
ー バ で あ る 場 合 な ど は 通 信 機 器 １ ４ ０ 上 に あ っ て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 通 信 装 置 １ ０ ０ で 実 行 さ れ る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
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で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し 、 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 い な が ら 、 通 信 装 置 １ ０ ０
と 、 通 信 機 器 １ ２ ０ ， １ ３ ０ ， １ ４ ０ と の 間 で 行 な わ れ る 通 信 処 理 に つ い て 、 具 体 的 に 説
明 す る 。 な お 、 以 下 に 説 明 す る 通 信 装 置 １ ０ ０ の 処 理 は 、 制 御 部 １ ０ １ が 記 憶 部 １ ０ ２ に
記 憶 さ れ て い る 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ に し た が っ て 動 作 す る こ と に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ に お け る （ Ｓ １ ） の よ う に 、 通 信 装 置 １ ０ ０ の 通 信 部 １ ０ ３ Ｂ が 、 通 信 機 器 １ ３ ０
か ら 送 信 さ れ た 情 報 元 識 別 子 と 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ を 受 信 す る （ Ｓ ３ ０ ０ ） 。 た と え ば
、 映 像 コ ン テ ン ツ を 販 売 し て い る 企 業 が 、 新 し く 発 売 を 開 始 す る コ ン テ ン ツ の 内 容 を 顧 客
に 紹 介 す る た め に 、 予 告 編 デ ー タ の Ｕ Ｒ Ｌ 情 報 を 含 ん だ 販 促 メ ー ル を 通 信 機 器 １ ３ ０ （ た
と え ば 、 メ ー ル サ ー バ ） か ら 通 信 装 置 １ ０ ０ （ た と え ば 、 携 帯 電 話 ） に 送 信 す る 場 合 や 、
商 品 を 販 売 し て い る 企 業 の 通 信 機 器 １ ３ ０ （ た と え ば 、 ウ ェ ブ サ ー バ ） が 通 信 装 置 １ ０ ０
（ た と え ば 、 Ｐ Ｄ Ａ ） か ら の 要 求 に 応 じ て 、 商 品 画 像 デ ー タ の Ｕ Ｒ Ｌ 情 報 を 含 ん だ Ｈ Ｔ Ｍ
Ｌ フ ァ イ ル を 通 信 装 置 １ ０ ０ に 送 信 す る 場 合 な ど が あ る 。 な お 、 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー
タ は 、 通 信 機 器 １ ３ ０ か ら 受 信 す る だ け で な く 、 通 信 装 置 １ ０ ０ が 記 録 媒 体 ア ク セ ス 部 を
持 つ 場 合 は 、 デ ー タ が 記 録 さ れ た 記 録 媒 体 か ら 記 録 媒 体 ア ク セ ス 部 を 経 由 し て 読 み 出 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 制 御 部 １ ０ １ は 取 得 し た デ ー タ を 記 憶 部 １ ０ ２ に 保 存 し た 後 、 デ ー タ の 中 身 を 解 析 し て
情 報 元 識 別 子 お よ び 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を デ ー タ か ら 抽 出 す る (Ｓ ３ ０ ２ )。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ は 、 情 報 元 識 別 子 お よ び 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ の 第 １ の 例
で あ る 。 た と え ば 、 デ ー タ が 図 ４ で 示 す よ う な Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 書 式 で あ っ た 場 合 に は 、 ア ン カ ー
タ グ の ｈ ｒ ｅ ｆ 属 性 で 指 定 さ れ た Ｕ Ｒ Ｌ 情 報 を 情 報 元 識 別 子 と す る 。 さ ら に 、 ｔ ａ ｒ ｇ ｅ
ｔ 属 性 が 指 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 属 性 値 、 た と え ば “ Ｔ Ｖ ” を 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る
属 性 情 報 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ は 、 情 報 元 識 別 子 お よ び 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ の 第 ２ の 例
で あ る 。 あ る い は 、 デ ー タ が 図 ５ で 示 す よ う な Ｘ Ｌ ｉ ｎ ｋ 書 式 で あ っ た 場 合 に は 、 ｍ ｙ ：
ｌ ｉ ｎ ｋ タ グ の ｈ ｒ ｅ ｆ 属 性 で 指 定 さ れ た Ｕ Ｒ Ｌ 情 報 を 情 報 元 識 別 子 と す る 。 さ ら に 、 ｒ
ｏ ｌ ｅ 属 性 が 指 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 属 性 値 、 た と え ば “ Ｉ Ｒ － ｌ ｉ ｎ ｋ ” を 情 報 元 識
別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 こ こ で は 説 明 の た め デ ー タ が テ キ ス ト 形 式 の 場 合 を 示 し た が 、 バ イ ナ リ 形 式 で あ
っ て も か ま わ な い 。 ま た 、 書 式 や 属 性 名 に 関 し て は あ ら か じ め 通 信 装 置 間 で 合 意 が な さ れ
て い る の で あ れ ば ど の よ う な も の で あ っ て も よ い 。 た と え ば 、 情 報 元 識 別 子 の 中 に 属 性 情
報 が 含 ま れ て い て も よ い 。 さ ら に 、 Ｕ Ｒ Ｌ で 示 さ れ る コ ン テ ン ツ が テ レ ビ 向 け の も の で あ
る こ と を 表 わ す 属 性 情 報 を Ｕ Ｒ Ｌ の ス キ ー ム の 中 に 埋 め 込 ん だ り （ た と え ば “ ｈ ｔ ｔ ｐ ＿
ｔ ｖ ： ／ ／ マ シ ン 名 ／ パ ス ” ） 、 コ ン テ ン ツ を 示 す パ ス の 中 に 埋 め 込 ん だ り （ た と え ば “
ス キ ー ム ： ／ ／ マ シ ン 名 ／ パ ス ？ ｔ ａ ｒ ｇ ｅ ｔ ＝ ｔ ｖ ” ） 、 コ ン テ ン ツ の フ ァ イ ル 名 の 中
に 埋 め 込 ん だ り し て も よ い （ た と え ば “ ス キ ー ム ： ／ ／ マ シ ン 名 ／ パ ス ． ｔ ｖ ” ） 。 こ の
場 合 、 制 御 部 １ ０ １ は Ｕ Ｒ Ｌ を 文 字 列 走 査 し て 、 埋 め 込 ま れ て い る 属 性 情 報 を 抽 出 す る 処
理 が 必 要 と な る 。 通 信 装 置 間 で 書 式 や 属 性 名 に 関 し て 合 意 が な さ れ て い な い こ と が あ る 場
合 に は 、 情 報 元 識 別 子 と 属 性 情 報 と が 分 離 さ れ て い る 方 が 、 属 性 情 報 を 無 視 し て 情 報 元 識
別 子 の み を 利 用 す る 場 合 に 処 理 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に Ｓ ３ ０ ４ に て 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 受 信 し た デ ー タ を 元 に し て 属 性 情 報 の 判 定 を 行 な
う 。 こ の と き 、 Ｓ ３ ０ ２ で 取 り 出 し た 情 報 元 識 別 子 に つ い て は 、 そ の 情 報 元 識 別 子 に 対 応
す る 属 性 情 報 の 値 と デ ー タ ベ ー ス １ ９ ０ に 記 憶 さ れ て い る 機 器 属 性 と を 比 較 し 、 登 録 機 器
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が そ の 属 性 情 報 と 対 応 す る 機 器 属 性 を 持 つ か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 た と え ば 、 受 信 し た デ ー タ が 図 ４ で 示 す よ う な Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 書 式 で 、 ｔ ａ ｒ ｇ ｅ ｔ 属 性 “ Ｔ
Ｖ ” と い う 値 を も つ 場 合 に 、 ｔ ａ ｒ ｇ ｅ ｔ 属 性 “ Ｔ Ｖ ” は 、 Ｕ Ｒ Ｌ で 示 さ れ る コ ン テ ン ツ
が テ レ ビ 向 け の も の で あ る こ と を 表 わ す 属 性 情 報 で あ る と す る 。 こ の と き 、 Ｓ ３ ０ ４ に お
い て 制 御 部 １ ０ １ は Ｓ ３ ０ ２ で 取 り 出 し た 属 性 情 報 の 中 に ｔ ａ ｒ ｇ ｅ ｔ 属 性 が あ っ て “ Ｔ
Ｖ ” と い う 値 を 持 つ か ど う か を 判 定 す る 。 こ れ に よ り 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 ｔ ａ ｒ ｇ ｅ ｔ
属 性 の 値 を 元 に 、 Ｕ Ｒ Ｌ で 示 さ れ る コ ン テ ン ツ が テ レ ビ 向 け の も の で あ る か ど う か を 容 易
に 識 別 す る こ と が で き 、 さ ら に デ ー タ ベ ー ス １ ９ ０ を 元 に “ Ｔ Ｖ ” を 機 器 属 性 と し て 持 つ
登 録 機 器 が あ る か ど う か も 識 別 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 あ る い は 、 受 信 し た デ ー タ が 図 ５ で 示 す よ う な Ｘ Ｌ ｉ ｎ ｋ 書 式 で 、 ｒ ｏ ｌ ｅ 属 性 “ Ｉ Ｒ
－ ｌ ｉ ｎ ｋ ” は Ｕ Ｒ Ｌ で 示 さ れ る コ ン テ ン ツ が 通 信 装 置 １ ０ ０ と 赤 外 線 通 信 で 通 信 可 能 な
機 器 向 け の も の で あ る こ と を 表 わ す 属 性 情 報 で あ る と す る 。 こ の と き 、 Ｓ ３ ０ ４ に お い て
制 御 部 １ ０ １ は Ｓ ３ ０ ２ で 取 り 出 し た 属 性 情 報 の 中 に ｒ ｏ ｌ ｅ 属 性 が あ っ て “ Ｉ Ｒ － ｌ ｉ
ｎ ｋ ” と い う 値 を 持 つ か ど う か を 判 定 す る 。 こ れ に よ り 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は ｒ ｏ ｌ ｅ 属 性
の 値 を 元 に 、 Ｕ Ｒ Ｌ で 示 さ れ る コ ン テ ン ツ が 赤 外 線 通 信 で 通 信 可 能 な 機 器 向 け の も の で あ
る か ど う か を 容 易 に 識 別 す る こ と が で き 、 さ ら に デ ー タ ベ ー ス １ ９ ０ を 元 に “ Ｉ Ｒ － ｌ ｉ
ｎ ｋ ” に 対 応 し た 機 器 属 性 を 持 つ 登 録 機 器 が あ る か ど う か も 識 別 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 上 述 し た よ う に 、 デ ー タ ベ ー ス １ ９ ０ に は 、 機 器 情 報 と 、 登 録 機 器 の 機 器 属 性 と
が 関 連 付 け て 記 憶 さ れ て い る が 、 機 器 属 性 と 属 性 情 報 と を 関 連 付 け て 記 憶 さ せ て お い て も
よ い 。 た と え ば 、 機 器 属 性 “ Ｔ Ｖ ” は 赤 外 線 通 信 が で き る 機 器 と し て 、 属 性 情 報 “ Ｉ Ｒ －
ｌ ｉ ｎ ｋ ” と 関 連 付 け て お く 。 こ の 場 合 、 デ ー タ ベ ー ス １ ９ ０ に 登 録 機 器 を 記 憶 し て い な
く て も よ く 、 た と え ば ユ ー ザ が 赤 外 線 を 送 信 す る リ モ コ ン の 送 信 部 を 送 信 先 と な る 赤 外 線
通 信 が 可 能 な 機 器 の 方 向 に 向 け る こ と に よ っ て 、 送 信 対 象 の 機 器 は 指 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 制 御 部 １ ０ １ は 、 Ｓ ３ ０ ４ に お い て 行 な っ た 判 定 を 元 に 、 情 報 元 識 別 子 に 対 す る 表 示 を
表 示 部 １ ０ ５ に 指 示 す る （ Ｓ ３ ０ ５ お よ び Ｓ ３ ０ ６ )。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ６ は 、 図 ４ で 示 さ れ る デ ー タ を 受 信 し た と き に 表 示 部 １ ０ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 例 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 た と え ば 、 図 ４ で 示 す よ う な デ ー タ で あ っ た 場 合 、 図 ６ で 示 す よ う に 、 ｔ ａ ｒ ｇ ｅ ｔ 属
性 が “ Ｔ Ｖ ” と い う 値 を 持 つ 情 報 元 識 別 子 に 対 す る リ ン ク が 転 送 先 と し て ユ ー ザ の 選 択 対
象 と な っ て い る 場 合 に は 、 リ モ コ ン を 表 わ す ア イ コ ン を 表 示 す る よ う 指 示 す る （ Ｓ ３ ０ ５
） 。 他 に も 、 た と え ば 、 Ｓ ３ ０ ４ に お い て 行 な っ た 判 定 を 元 に 、 属 性 情 報 を 持 つ か ど う か
で 異 な る 色 を リ ン ク の 表 示 に 使 用 す る よ う に 表 示 部 １ ０ ５ に 指 示 し て も よ い 。 こ れ に よ り
、 ユ ー ザ は 表 示 部 １ ０ ５ に お け る 画 面 表 示 に よ っ て 、 ど の リ ン ク が 他 の 通 信 機 器 へ の 送 信
が 可 能 で あ る か を 容 易 に 判 断 す る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 も し 通 信 装 置 １ ０ ０ が テ レ ビ
に 対 す る 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ の 送 信 機 能 を 持 た な い 場 合 に は 、 表 示 部 １ ０ ５ に 対 す
る リ ン ク の 表 示 指 示 を 行 な わ な い よ う に し て も よ い し 、 リ モ コ ン を 利 用 で き な い こ と を 表
わ す ア イ コ ン を 表 示 す る よ う 指 示 し て も よ い （ Ｓ ３ ０ ６ ） 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ が 意 味 の
無 い リ ン ク の 選 択 を 避 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ７ は 、 図 ５ で 示 さ れ る デ ー タ を 受 信 し た と き に 表 示 部 １ ０ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 例 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 あ る い は 、 た と え ば 図 ５ で 示 す よ う な デ ー タ で あ っ た 場 合 、 図 ７ で 示 す よ う に 、 ｍ ｙ ：
ｌ ｉ ｎ ｋ タ グ の ｔ ｉ ｔ ｌ ｅ 属 性 を 画 面 に 表 示 す る と 共 に 、 ｒ ｏ ｌ ｅ 属 性 が “ Ｉ Ｒ － ｌ ｉ ｎ
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ｋ ” と い う 値 を 持 つ ｌ ｏ ｃ ａ ｔ ｏ ｒ タ グ が あ る 場 合 に は 、 赤 外 線 通 信 が で き る 「 リ モ コ ン
送 信 」 機 能 が 選 択 可 能 で あ る こ と を 示 す ア イ コ ン （ 図 ８ で は 、 「 リ モ コ ン 送 信 」 ア イ コ ン
） を 表 示 す る よ う 指 示 す る 。 他 に も た と え ば 、 「 リ モ コ ン 送 信 」 機 能 に 割 り 当 て ら れ た ボ
タ ン 内 に Ｌ Ｅ Ｄ を 設 け 、 Ｓ ３ ０ ４ に お い て 行 な っ た 判 定 を 元 に 、 「 リ モ コ ン 送 信 」 機 能 が
選 択 可 能 で あ る 場 合 は Ｌ Ｅ Ｄ を 点 灯 す る よ う 指 示 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 点 灯
の 有 無 に よ っ て 、 ど の リ ン ク が 他 の 通 信 機 器 へ の 送 信 が 可 能 で あ る か を 容 易 に 判 断 す る こ
と が 可 能 と な る 。 な お 、 も し 通 信 装 置 １ ０ ０ が 赤 外 線 通 信 機 能 を 持 た な い 場 合 に は 、 表 示
部 １ ０ ５ に 対 す る 「 リ モ コ ン 送 信 」 機 能 が 選 択 可 能 で あ る こ と を 示 す ア イ コ ン の 表 示 指 示
を 行 な わ な い よ う に し て も よ い （ Ｓ ３ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ユ ー ザ は 、 Ｓ ３ ０ ５ ま た は Ｓ ３ ０ ６ で 表 示 部 １ ０ ５ に 表 示 さ れ た 画 面 表 示 を 元 に 、 ど の
情 報 元 識 別 子 に 対 し て 、 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ の 送 信 を 行 な う か の 選 択 を 入 力 部 １ ０
４ に よ り 行 な う (Ｓ ３ ０ ７ )。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 た と え ば 、 図 ６ で 示 す よ う な 画 面 表 示 で あ っ た 場 合 、 ユ ー ザ が 上 下 左 右 ボ タ ン な ど を 押
す こ と に よ っ て （ Ｓ ３ ０ ８ )、 リ ン ク を 選 択 し （ Ｓ ３ ０ ９ ） 、 ど の リ ン ク を 処 理 対 象 と す
る か が 入 力 部 １ ０ ４ か ら 制 御 部 １ ０ １ に 与 え ら れ た 情 報 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 あ る い は 、 た と え ば 図 ７ で 示 す よ う な 画 面 表 示 で あ っ た 場 合 、 ユ ー ザ が 上 下 左 右 ボ タ ン
な ど を 押 す こ と に よ っ て （ Ｓ ３ ０ ８ ） 、 リ ン ク を 選 択 し （ Ｓ ３ ０ ９ ） 、 ど の リ ン ク を 処 理
対 象 と す る か が 入 力 部 １ ０ ４ か ら 制 御 部 １ ０ １ に 送 ら れ た 情 報 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 Ｓ ３ １ ０ に お い て 、 「 リ ン ク の 決 定 」 機 能 に 割 り 当 て ら れ た ボ タ ン を ユ ー ザ が 押 し た 際
に 、 入 力 部 １ ０ ４ か ら 制 御 部 １ ０ １ に リ ン ク が 処 理 対 象 と し て 確 定 さ れ た こ と を 示 す 情 報
が 与 え ら れ る 。 つ い で 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 そ の リ ン ク が 「 リ モ コ ン 送 信 」 機 能 に 割 り 当 て
ら れ た ボ タ ン が 押 さ れ た か ど う か 判 定 す る （ Ｓ ３ １ ２ ） 。 「 リ モ コ ン 送 信 」 キ ー が 押 さ れ
な か っ た 場 合 （ Ｓ ３ １ ２ に て Ｎ ｏ ） は 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に よ っ
て 示 さ れ る デ ー タ に 対 し て 通 信 部 １ ０ ３ Ｂ が 接 続 処 理 を 行 な う よ う に 指 示 す る （ Ｓ ３ １ １
） 。 「 リ モ コ ン 送 信 」 キ ー が 押 さ れ た 場 合 （ Ｓ ３ １ ２ に て Ｙ ｅ ｓ ） は 、 選 択 さ れ た 情 報 元
識 別 子 を 含 む デ ー タ を 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 通 信 部 １ ０ ３ Ａ か ら 送 信 を 行 な う （ Ｓ ３ １
３ ） 決 定 を す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ で は 、 「 予 告 編 の Ｕ Ｒ Ｌ を リ モ コ ン 送 信 」 す る リ ン ク を 選 択 決 定 す る と 、 Ｓ ３ １ ０
に お い て 、 入 力 部 １ ０ ４ か ら 制 御 部 １ ０ １ に リ ン ク が 処 理 対 象 と し て 確 定 さ れ た こ と を 示
す 情 報 が 与 え ら れ る 。 次 い で ， 制 御 部 １ ０ １ は 「 リ モ コ ン 送 信 」 機 能 に 割 り 当 て ら れ た ボ
タ ン が 押 さ れ た と 判 定 す る （ Ｓ ３ １ ２ に て Ｙ ｅ ｓ ） 。 な お 、 登 録 機 器 の 機 器 属 性 に “ Ｔ Ｖ
” と い う 値 が な い 場 合 に 、 ｔ ａ ｒ ｇ ｅ ｔ 属 性 が “ Ｔ Ｖ ” と い う 値 を 持 つ ア ン カ ー タ グ が あ
る と き は 、 「 リ モ コ ン 送 信 」 機 能 に 割 り 当 て ら れ た ボ タ ン を ユ ー ザ が 押 し た と き に は 、 入
力 を 無 視 す る よ う に し て も よ い し 、 無 効 な キ ー 入 力 で あ る こ と を 示 す 警 告 表 示 を 行 な う よ
う に し て も よ い 。 さ ら に 、 そ の ア ン カ ー タ グ の ｈ ｒ ｅ ｆ 属 性 で 指 定 さ れ た 情 報 元 識 別 子 を
含 む デ ー タ を 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し 送 信 す る よ う に あ ら か じ め 設 定 し て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 あ る い は 、 図 ７ で は 、 「 予 告 編 を 見 る 」 リ ン ク を 選 択 決 定 す る と 、 Ｓ ３ １ ０ に お い て 、
入 力 部 １ ０ ４ か ら 制 御 部 １ ０ １ に リ ン ク が 処 理 対 象 と し て 確 定 さ れ た こ と を 示 す 情 報 が 与
え ら れ る 。 さ ら に 、 ユ ー ザ が 「 リ モ コ ン 送 信 」 ア イ コ ン を 選 択 決 定 す れ ば 、 制 御 部 １ ０ １
は 、 「 リ モ コ ン 送 信 」 機 能 に 割 り 当 て ら れ た ボ タ ン が 押 さ れ た と 判 定 す る （ Ｓ ３ １ ２ に て
Ｙ ｅ ｓ ） 。 Ｓ ３ ０ ２ に お い て 取 り 出 し た ｒ ｏ ｌ ｅ 属 性 が “ Ｉ Ｒ － ｌ ｉ ｎ ｋ ” と い う 値 を 持
つ ｌ ｏ ｃ ａ ｔ ｏ ｒ タ グ の ｈ ｒ ｅ ｆ 属 性 で 指 定 さ れ た 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 通 信 機 器
１ ２ ０ に 対 し て 通 信 部 １ ０ ３ Ａ か ら 送 信 を 行 な う こ と を 指 示 す る （ Ｓ ３ １ ３ ） 。 ま た 、 Ｓ
３ １ ２ で 「 リ モ コ ン 送 信 」 機 能 に 割 り 当 て ら れ た ボ タ ン で は な く 「 接 続 」 機 能 に 割 り 当 て
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ら れ た ボ タ ン （ 図 ８ で は 、 「 決 定 」 ボ タ ン ） が 押 さ れ た と い う 情 報 を 制 御 部 １ ０ １ が 受 け
取 っ た 場 合 （ Ｓ ３ １ ２ に て Ｎ ｏ ） 、 Ｓ ３ ０ ２ に お い て 取 り 出 し た ｒ ｏ ｌ ｅ 属 性 が “ ｌ ｉ ｎ
ｋ ” と い う 値 を 持 つ ｌ ｏ ｃ ａ ｔ ｏ ｒ タ グ の ｈ ｒ ｅ ｆ 属 性 で 指 定 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に よ っ
て 示 さ れ る デ ー タ に 対 し て 通 信 部 １ ０ ３ Ｂ が 接 続 処 理 を 行 な う こ と を 指 示 す る （ Ｓ ３ １ １
） 。 な お 、 登 録 機 器 の 機 器 属 性 に “ Ｉ Ｒ － ｌ ｉ ｎ ｋ ” と い う 値 が な い 場 合 に 、 ｒ ｏ ｌ ｅ 属
性 が “ Ｉ Ｒ － ｌ ｉ ｎ ｋ ” と い う 値 を 持 つ ｌ ｏ ｃ ａ ｔ ｏ ｒ タ グ が で あ る と き に 、 「 リ モ コ ン
送 信 」 機 能 に 割 り 当 て ら れ た ボ タ ン を ユ ー ザ が 押 し た と き に は 、 入 力 を 無 視 す る よ う に し
て も よ い し 、 無 効 な キ ー 入 力 で あ る こ と を 示 す 警 告 表 示 を 行 な う よ う に し て も よ い 。 さ ら
に 、 他 の ｒ ｏ ｌ ｅ 属 性 を 持 つ ｌ ｏ ｃ ａ ｔ ｏ ｒ タ グ の ｈ ｒ ｅ ｆ 属 性 で 指 定 さ れ た 情 報 元 識 別
子 を 含 む デ ー タ を 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し 送 信 す る よ う に 設 定 し て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ １ ． 情 報 元 識 別 子 を 他 の 通 信 機 器 に 送 信 す る 例 ）
　 Ｓ ３ １ ４ で は 、 通 信 部 １ ０ ３ Ａ は 、 制 御 部 １ ０ １ か ら の 送 信 要 求 を 受 け て 、 情 報 元 識 別
子 を 含 む デ ー タ を 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る （ 図 ２ の （ Ｓ ２ ） 参 照 ） 。 こ の と き 、
制 御 部 １ ０ １ は 表 示 部 １ ０ ５ に 対 し て 、 ど の よ う な 機 器 が 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る
デ ー タ を 利 用 可 能 で あ る か を 表 示 す る よ う に 指 示 す る こ と が 望 ま し い 。 た と え ば 、 Ｕ Ｒ Ｌ
で 示 さ れ る コ ン テ ン ツ が テ レ ビ 向 け で 、 通 信 方 法 が 赤 外 線 通 信 で あ る 場 合 、 「 テ レ ビ の あ
る 方 向 に 赤 外 線 送 信 部 を 向 け て く だ さ い 」 と い っ た 表 示 が 行 な わ れ る と 、 ユ ー ザ は 送 信 さ
れ る Ｕ Ｒ Ｌ を 含 ん だ デ ー タ が 利 用 可 能 な 機 器 を 容 易 に 知 る こ と が で き る 。 な お 、 通 信 方 法
が 赤 外 線 通 信 や Ｎ Ｆ Ｃ （ Near Field Communication） な ど の 場 合 は 、 ユ ー ザ が 通 信 装 置 １
０ ０ と 通 信 機 器 １ ２ ０ と を 物 理 的 に 近 づ け る こ と に よ っ て 送 信 先 で あ る 通 信 機 器 を 選 択 す
る こ と が で き る た め 、 通 信 装 置 １ ０ ０ 自 身 は 通 信 先 の 選 択 機 能 を 備 え な く て も よ く 、 デ ー
タ ベ ー ス １ ９ ０ に 登 録 機 器 を 記 憶 し て い な く て も よ い 。 し か し 、 通 信 手 段 が Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ
ｏ ｔ ｈ や 無 線 Ｌ Ａ Ｎ な ど の 場 合 に は 、 物 理 的 に 離 れ た 通 信 機 器 に 対 し て も 送 信 が 可 能 で あ
る 代 わ り に 、 表 示 部 １ ０ ５ に 対 し て 接 続 可 能 な 登 録 機 器 の 一 覧 を 表 示 し 、 入 力 部 １ ０ ４ を
用 い て 送 信 先 で あ る 通 信 機 器 を ユ ー ザ に 選 択 さ せ る 機 能 を 通 信 装 置 １ ０ ０ が 備 え る 必 要 が
あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 た と え ば 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は あ ら か じ め 定 め た マ ル チ キ ャ ス ト ア ド レ ス に 情 報 元 識 別 子
に よ っ て 示 さ れ る デ ー タ を 利 用 可 能 か ど う か の 問 い 合 わ せ デ ー タ （ も し く は 、 ど の よ う な
デ ー タ が 利 用 可 能 か を 問 い 合 わ せ る デ ー タ ） を 送 信 し 、 受 信 し た 通 信 機 器 １ ２ ０ は デ ー タ
を 利 用 可 能 で あ れ ば 、 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ の 待 ち 受 け を 行 な っ て い る Ｉ Ｐ ア ド レ ス
や ポ ー ト 番 号 、 ホ ス ト 名 な ど の 情 報 を 含 む デ ー タ や 、 ど の よ う な デ ー タ が 利 用 可 能 か を 示
す 情 報 を 含 む デ ー タ を 通 信 装 置 １ ０ ０ に 返 信 す る 。 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 返 信 を 送 っ て き た
機 器 を 登 録 機 器 と し て デ ー タ ベ ー ス １ ９ ０ に 記 憶 す る と 共 に 、 登 録 機 器 の う ち 、 情 報 元 識
別 子 に よ っ て 示 さ れ る デ ー タ を 利 用 可 能 な 機 器 の 一 覧 を 表 示 部 １ ０ ５ に お い て 表 示 し 、 ユ
ー ザ に よ っ て 選 択 さ れ た 機 器 に 対 し て 、 返 信 さ れ た デ ー タ に 含 ま れ た Ｉ Ｐ ア ド レ ス と ポ ー
ト 番 号 に 対 し て 、 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ２ の （ Ｓ ２ ） に お い て 、 情 報 元 識 別 子 と 共 に 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る デ ー タ
と し て は 、 た と え ば 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る コ ン テ ン ツ の 内 容 を 表 わ す デ ー タ が あ
る 。 デ ー タ の 取 得 元 と し て は 、 た と え ば 、 図 ４ の 場 合 に お い て ア ン カ ー タ グ に よ っ て 挟 ま
れ た 文 字 列 を 使 用 し た り 、 た と え ば 、 図 ５ の 場 合 に お い て ｌ ｏ ｃ ａ ｔ ｏ ｒ タ グ の ｔ ｉ ｔ ｌ
ｅ 属 性 の 文 字 列 値 を 使 用 し た り す る こ と な ど が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 デ ー タ を 受 信 し
た 通 信 機 器 １ ２ ０ に お い て 、 一 旦 保 存 し て お い た 情 報 元 識 別 子 を ユ ー ザ に 選 択 し て も ら う
際 に コ ン テ ン ツ の 内 容 を 表 わ す デ ー タ を 表 示 す る こ と に よ っ て ユ ー ザ の 選 択 を 容 易 に す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 あ る い は 、 情 報 元 識 別 子 と 共 に 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る デ ー タ と し て 、 た と え
ば 、 通 信 装 置 １ ０ ０ を 識 別 す る こ と が で き る Ｉ Ｄ が あ る 。 Ｉ Ｄ の 値 と し て は 、 た と え ば 、
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通 信 装 置 の 機 器 Ｉ Ｄ や 、 通 信 装 置 １ ０ ０ に 登 録 さ れ て い る 値 （ た と え ば 、 電 話 番 号 や メ ー
ル ア ド レ ス な ど ） が 使 用 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 デ ー タ を 受 信 し た 通 信 機 器 １ ２ ０ に お
い て 、 送 ら れ て き た 情 報 元 識 別 子 を Ｉ Ｄ ご と に 分 類 し て 保 存 し た り す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 あ る い は 、 情 報 元 識 別 子 と 共 に 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る デ ー タ と し て 、 た と え
ば 、 通 信 機 器 １ ３ ０ が ウ ェ ブ サ ー バ で あ る 場 合 に 、 通 信 機 器 １ ３ ０ か ら 情 報 元 識 別 子 に 括
り 付 け て 送 信 さ れ 、 通 信 機 器 １ ３ ０ と の 通 信 時 に は 通 信 機 器 １ ３ ０ に 対 し て 送 信 さ れ る Ｃ
ｏ ｏ ｋ ｉ ｅ が あ る 。 こ れ に よ り 、 デ ー タ を 受 信 し た 通 信 機 器 １ ２ ０ に お い て 、 通 信 装 置 １
０ ０ か ら 送 ら れ て き た Ｃ ｏ ｏ ｋ ｉ ｅ を 通 信 機 器 １ ３ ０ と の 通 信 時 に 送 信 す る こ と に よ っ て
、 通 信 機 器 １ ３ ０ は 通 信 機 器 １ ２ ０ か ら 接 続 し て き た ユ ー ザ が 以 前 通 信 装 置 １ ０ ０ か ら 通
信 機 器 １ ３ ０ に 接 続 し て き た ユ ー ザ と 同 一 で あ る と 識 別 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 あ る い は 、 情 報 元 識 別 子 と 共 に 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る デ ー タ と し て 、 た と え
ば 、 通 信 機 器 １ ３ ０ か ら 情 報 元 識 別 子 や ユ ー ザ な ど に 括 り 付 け て 送 信 さ れ 、 通 信 機 器 １ ３
０ と の 通 信 時 に は 通 信 機 器 １ ３ ０ か ら 暗 号 化 し て 送 ら れ て き た コ ン テ ン ツ を 復 号 す る コ ン
テ ン ツ 復 号 鍵 が あ る 。 こ れ に よ り 、 デ ー タ を 受 信 し た 通 信 機 器 １ ２ ０ に お い て 、 通 信 機 器
１ ３ ０ に 要 求 し て 受 け 取 っ た コ ン テ ン ツ を コ ン テ ン ツ 復 号 鍵 に よ っ て 復 号 し て 再 生 す る こ
と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 あ る い は 、 情 報 元 識 別 子 と 共 に 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る デ ー タ と し て 、 た と え
ば デ ー タ を 受 信 し た 通 信 機 器 １ ２ ０ が す ぐ に 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る デ ー タ に 接 続
し に い く か 、 あ る い は 一 旦 通 信 機 器 １ ２ ０ 内 に 情 報 元 識 別 子 を 保 存 す る か を 指 定 す る 値 を
入 れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 を 行 な う 前 に 、 受 信 後 す ぐ に コ
ン テ ン ツ を 再 生 す る か ど う か を ユ ー ザ が 指 定 し 、 デ ー タ を 受 信 し た 通 信 機 器 １ ２ ０ に お い
て 、 指 定 さ れ た 値 を 元 に コ ン テ ン ツ を す ぐ に 取 得 し に い く か ど う か を 判 定 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 そ の 後 、 通 信 機 器 １ ２ ０ は 、 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 受 信 し た 後 、 デ ー タ か ら 情 報
元 識 別 子 を 取 り 出 し 、 取 り 出 し た 情 報 元 識 別 子 の 値 を 元 に し て コ ン テ ン ツ を 所 有 す る 通 信
機 器 １ ３ ０ な い し は 通 信 機 器 １ ４ ０ に 対 し 、 コ ン テ ン ツ の 送 信 を 要 求 す る （ 図 ２ の （ Ｓ ３
） ， （ Ｓ ３ ’ ） 参 照 ） 。 な お 、 通 信 機 器 １ ２ ０ が 携 帯 電 話 の よ う に 電 子 商 取 引 を 行 な う 機
能 を 持 つ 機 器 で あ る 場 合 に は 、 送 信 要 求 と 共 に 通 信 機 器 １ ３ ０ ， １ ４ ０ と の 間 で 課 金 処 理
を 行 な っ て も よ い 。 通 信 機 器 １ ３ ０ ， １ ４ ０ は 要 求 に 応 じ て コ ン テ ン ツ を 通 信 機 器 １ ２ ０
に 送 信 す る （ 図 ２ の （ Ｓ ４ ） ， （ Ｓ ４ ’ ） 参 照 ） 。 通 信 機 器 １ ２ ０ は 、 コ ン テ ン ツ を 受 信
し 、 受 信 し た コ ン テ ン ツ の 再 生 な ど の 処 理 を 行 な う 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ２ ． 情 報 元 に あ る デ ー タ を 受 信 し 、 受 信 し た デ ー タ を 他 の 通 信 機 器 に 送 信 す る 例 ）
　 あ る い は 、 Ｓ ３ １ ３ に お い て 、 制 御 部 １ ０ １ は 、 Ｓ ３ ０ ２ に お い て 取 り 出 し た ｒ ｏ ｌ ｅ
属 性 が “ Ｉ Ｒ － ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｆ ｅ ｒ ” と い う 値 を 持 つ ｌ ｏ ｃ ａ ｔ ｏ ｒ タ グ の ｈ ｒ ｅ ｆ 属 性 で
指 定 さ れ た 情 報 元 識 別 子 を 元 に 、 通 信 部 １ ０ ３ Ｂ に 対 し て 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る
デ ー タ を 赤 外 線 通 信 に よ っ て 受 信 す る よ う に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 書 式 や 属 性 名 に 関 し て は あ ら か じ め 通 信 装 置 間 で 合 意 が な さ れ て い る の で あ れ ば
ど の よ う な も の で あ っ て も よ く 、 た と え ば 、 図 ４ の 場 合 の よ う に ｔ ａ ｒ ｇ ｅ ｔ 属 性 が “ Ｔ
Ｖ － ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｆ ｅ ｒ ” と い う 値 を 持 つ ア ン カ ー タ グ の ｈ ｒ ｅ ｆ 属 性 で 指 定 さ れ た 情 報 元
識 別 子 に 対 し て 、 制 御 部 １ ０ １ は Ｕ Ｒ Ｌ で 示 さ れ る コ ン テ ン ツ が テ レ ビ 向 け の も の で あ る
と 識 別 し て 、 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る デ ー タ を 受 信 す る よ う 指 示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 通 信 部 １ ０ ３ Ｂ は 、 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る デ ー タ を 所 有 す る 通 信 機 器 に 対 し て
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デ ー タ の 送 信 要 求 を 送 信 し （ 図 ２ の （ Ｃ Ａ ） 参 照 ） 、 要 求 に 応 じ て 通 信 機 器 か ら 送 信 さ れ
て き た デ ー タ を 受 信 す る （ 図 ２ の （ Ｃ Ｂ ） 参 照 ） 。 制 御 部 １ ０ １ は 、 通 信 部 １ ０ ３ Ａ に 対
し て 通 信 部 １ ０ ３ Ｂ が 受 信 し た デ ー タ を 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る よ う に 指 示 し 、
通 信 部 １ ０ ３ Ａ は Ｓ ３ １ ４ の 代 わ り に 、 制 御 部 １ ０ １ か ら の 送 信 要 求 を 受 け て 、 通 信 部 １
０ ３ Ｂ が 受 信 し た デ ー タ を 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る （ 図 ２ の （ Ｃ Ｃ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 受 信 し た デ ー タ に 対 し て 通 信 装 置 １ ０ ０ は 内 容 を 編 集 す る 機 能 を 提 供 し て も よ い
し 、 デ ー タ の 安 全 性 等 を 確 認 す る た め 、 デ ー タ の 内 容 や デ ー タ を 利 用 可 能 な 通 信 装 置 に つ
い て 表 示 部 １ ０ ５ に お い て 表 示 し 、 送 信 す る か 否 か を ユ ー ザ に 入 力 部 １ ０ ４ か ら 選 択 し て
も ら っ て も よ い 。 ま た 、 前 述 し た Ｓ ３ １ ４ と 同 様 に 、 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る デ ー
タ 以 外 の デ ー タ を 加 え た 上 で 送 信 処 理 を 行 な っ て も よ い 。 ま た 、 デ ー タ の 安 全 を 確 保 す る
た め 、 デ ー タ に 対 し て は 送 信 前 に 暗 号 化 を 行 な い 、 受 信 後 に 復 号 を 行 な う こ と が 望 ま し い
。 さ ら に 、 通 信 装 置 １ ０ ０ の 情 報 を 、 あ ら か じ め 通 信 機 器 １ ２ ０ に 登 録 し て お き 、 デ ー タ
の 送 信 前 に 通 信 装 置 １ ０ ０ と 通 信 機 器 １ ２ ０ と の 間 で 認 証 処 理 を 行 な う と 、 意 図 し な い 通
信 装 置 か ら の 制 御 命 令 の 実 行 等 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 そ の 後 、 通 信 機 器 １ ２ ０ は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ か ら 送 信 さ れ た デ ー タ を 受 信 し た 後 、 デ ー
タ か ら 制 御 命 令 を 取 り 出 し て 実 行 を 行 な う 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ８ は 、 デ ー タ か ら 取 り 出 し た 制 御 情 報 の 例 で あ る 。 た と え ば 、 通 信 機 器 １ ２ ０ が テ レ
ビ 等 で あ っ た 場 合 に 、 取 り 出 し た 制 御 命 令 が 図 ８ の よ う な 視 聴 予 約 要 求 や 録 画 予 約 要 求 な
ど で あ っ た 場 合 に は 、 要 求 に 従 っ て 視 聴 予 約 や 録 画 予 約 な ど の 処 理 を 実 行 す る 。 あ る い は
、 送 信 さ れ た デ ー タ が 、 通 信 機 器 １ ２ ０ の 制 御 部 の 動 作 を 規 定 す る フ ァ ー ム ウ ェ ア や 設 定
デ ー タ 等 の 更 新 版 と 更 新 命 令 で あ っ た 場 合 に は 、 要 求 に 従 っ て フ ァ ー ム ウ ェ ア や 設 定 デ ー
タ 等 の 更 新 処 理 を 実 行 す る 。 こ れ に よ り 、 通 信 機 器 １ ３ ０ と 通 信 機 器 １ ２ ０ と の 間 に 直 接
の 通 信 経 路 が 有 っ て も 無 く て も 、 通 信 機 器 １ ３ ０ か ら 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 す る 制 御 命 令 を
含 ん だ デ ー タ を 送 る こ と が 可 能 に な る 。 あ る い は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ か ら 送 信 さ れ た デ ー タ
と し て 、 コ ン テ ン ツ を 示 す 情 報 元 識 別 子 と 暗 号 化 し て 送 ら れ て き た コ ン テ ン ツ を 復 号 す る
コ ン テ ン ツ 復 号 鍵 が 含 ま れ て い た 場 合 に は 、 通 信 機 器 １ ２ ０ は デ ー タ か ら 取 り 出 し た 情 報
元 識 別 子 の 値 を 元 に し て コ ン テ ン ツ を 所 有 す る 通 信 機 器 １ ３ ０ な い し は 通 信 機 器 １ ４ ０ に
対 し コ ン テ ン ツ の 送 信 を 要 求 し 、 情 報 元 識 別 子 が 示 す コ ン テ ン ツ を 受 信 し た 後 、 コ ン テ ン
ツ 復 号 鍵 に よ る 復 号 を 行 な っ て コ ン テ ン ツ の 再 生 を 行 な う こ と が 可 能 に な る 。 さ ら に は 、
通 信 装 置 １ ０ ０ か ら 送 信 さ れ た デ ー タ と し て 、 コ ン テ ン ツ を 示 す 情 報 元 識 別 子 と コ ン テ ン
ツ の 取 得 を 許 可 す る 認 証 情 報 が 含 ま れ て い た 場 合 に は 、 通 信 機 器 １ ２ ０ は デ ー タ か ら 取 り
出 し た 情 報 元 識 別 子 の 値 を 元 に し て コ ン テ ン ツ を 所 有 す る 通 信 機 器 １ ３ ０ な い し は 通 信 機
器 １ ４ ０ に 対 し 認 証 情 報 と 共 に コ ン テ ン ツ の 送 信 を 要 求 し 、 通 信 機 器 １ ３ ０ な い し は 通 信
機 器 １ ４ ０ は 通 信 機 器 １ ２ ０ か ら 送 ら れ た 認 証 情 報 を 元 に 認 証 を 行 な っ た 後 に コ ン テ ン ツ
の 送 信 を 行 な い 、 通 信 機 器 １ ２ ０ は コ ン テ ン ツ を 受 信 し て 再 生 を 行 な う こ と が 可 能 に な る
。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 本 実 施 の 形 態 で は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 通 信 機 器 １ ３ ０ か ら 情 報
元 識 別 子 お よ び 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ を 受 信 し た 場 合 に 、 入 力 部
１ ０ ４ に よ っ て 選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 と 関 連 付 け ら れ た 機 器 属 性 が
通 信 装 置 １ ０ ０ に 登 録 さ れ て い る と き は 、 ユ ー ザ が 送 信 先 と し て 指 定 し た 通 信 機 器 １ ２ ０
に 対 し て 選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 し た が っ て 、 ユ ー ザ は 必 要 な 情 報 元 識 別 子 を 選 択 し て 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る
こ と が で き る と と も に 、 通 信 装 置 １ ０ ０ に 登 録 さ れ て い な い 機 器 属 性 と 関 連 付 け ら れ た 属
性 情 報 を 持 つ 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 送 信 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き 、 通 信 機 器 １ ２
０ は 受 信 し た 情 報 元 識 別 子 に 基 づ い て サ ー バ 装 置 か ら 情 報 を 取 得 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 通 信 機 器 １ ３ ０ か ら 情 報 元 識 別 子 お よ び
情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ を 受 信 し た 場 合 に 、 入 力 部 １ ０ ４ に よ っ て
選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 と 関 連 付 け ら れ た 機 器 属 性 を 持 つ 機 器 が 通 信
機 器 １ ２ ０ と し て 通 信 装 置 １ ０ ０ に 登 録 さ れ て い る と き は 、 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 選 択
さ れ た 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 し た が っ て 、 ユ ー ザ は 必 要 な 情 報 元 識 別 子 を 選 択 し て 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る
こ と が で き る と と も に 、 通 信 装 置 １ ０ ０ に 登 録 さ れ て い な い 機 器 属 性 と 関 連 付 け ら れ た 属
性 情 報 を 持 つ 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 送 信 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き 、 通 信 機 器 １ ２
０ は 受 信 し た 情 報 元 識 別 子 に 基 づ い て サ ー バ 装 置 か ら 情 報 を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 通 信 機 器 １ ３ ０ か ら 情 報 元 識 別 子 お よ び
情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ を 受 信 し た 場 合 に 、 入 力 部 １ ０ ４ に よ っ て
選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 に 対 応 す る 属 性 情 報 と 関 連 付 け ら れ た 機 器 属 性 を 持 つ 機 器 が 通 信 装
置 １ ０ ０ に 登 録 さ れ て い な い と き は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る
情 報 元 に 対 し て 接 続 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 し た が っ て 、 ユ ー ザ は 選 択 し た 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 か ら の デ ー タ に 対
し て 、 通 信 装 置 １ ０ ０ が 直 接 接 続 を 行 な う か 、 通 信 機 器 １ ２ ０ か ら 接 続 を 行 な う か 指 示 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 通 信 機 器 １ ３ ０ か ら 情 報 元 識 別 子 お よ び
情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ を 受 信 し た 場 合 に 、 入 力 部 １ ０ ４ に よ っ て
選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 と 関 連 付 け ら れ た 機 器 属 性 を 持 つ 機 器 が 通 信
機 器 １ ２ ０ と し て 通 信 装 置 １ ０ ０ に 登 録 さ れ て い る と き は 、 選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に よ
っ て 示 さ れ る 情 報 元 か ら の デ ー タ を 通 信 部 １ ０ ３ Ｂ か ら 受 信 し 、 受 信 し た デ ー タ を 通 信 機
器 １ ２ ０ に 対 し て 通 信 部 １ ０ ３ Ａ か ら 送 信 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 し た が っ て 、 ユ ー ザ は 必 要 な 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 か ら の デ ー タ を 選 択
し て 通 信 機 器 １ ２ ０ に 対 し て 送 信 す る こ と が で き る と と も に 、 通 信 装 置 １ ０ ０ に 登 録 さ れ
て い な い 機 器 属 性 と 関 連 付 け ら れ た 属 性 情 報 を 持 つ 情 報 元 識 別 子 を 含 む デ ー タ を 送 信 す る
こ と を 防 ぐ こ と が で き 、 通 信 機 器 １ ２ ０ は 受 信 し た デ ー タ に 基 づ い て サ ー バ 装 置 か ら の 制
御 等 を 受 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 通 信 機 器 １ ３ ０ か ら 情 報 元 識 別 子 お よ び
情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ を 受 信 し た 場 合 に 、 入 力 部 １ ０ ４ に よ っ て
選 択 さ れ た 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 と 関 連 付 け ら れ た 機 器 属 性 を 持 つ 機 器 が 通 信
装 置 １ ０ ０ に 登 録 さ れ て い な い と き は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ
る 情 報 元 か ら の デ ー タ を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 し た が っ て 、 ユ ー ザ は 選 択 し た 情 報 元 識 別 子 に よ っ て 示 さ れ る 情 報 元 か ら の デ ー タ に よ
っ て 、 通 信 装 置 １ ０ ０ が 制 御 を 受 け る か 、 通 信 機 器 １ ２ ０ が 制 御 を 受 け る か 指 示 で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 通 信 装 置 １ ０ ０ は 、 情 報 元 識 別 子 が 属 性 情 報 を 持 つ 場 合 に 、
ユ ー ザ に 対 し て 属 性 情 報 を 持 た な い 情 報 元 識 別 子 と は 異 な る 表 示 を 表 示 部 １ ０ ５ に お い て
行 な う 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 し た が っ て 、 ユ ー ザ は 情 報 元 識 別 子 の 選 択 時 に 表 示 部 １ ０ ５ に お け る 表 示 を 見 る こ と に
よ っ て 、 ど の 情 報 元 識 別 子 を 属 性 情 報 と 関 連 付 け ら れ た 機 器 属 性 を 持 つ 登 録 機 器 に 対 し て
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送 信 し て よ い か 判 断 で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 以 上 の 結 果 、 外 部 か ら 受 信 し た 情 報 元 識 別 子 と 属 性 情 報 と を 含 む デ ー タ の 少 な く と も 一
部 を 送 信 の 指 定 に 基 づ い て 別 の 機 器 に 送 信 す る こ と に よ っ て 、 送 信 先 の 機 器 で そ の 機 器 を
対 象 と し た デ ー タ を 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ［ 実 施 の 形 態 ２ ］
　 本 発 明 は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ 以 下 で は 、 Ｐ Ｃ と す る ） や テ レ ビ な ど に お い て も
、 適 用 可 能 で あ る 。 そ の 場 合 、 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ が 記 録 さ れ た 記 録 媒 体 か ら 通 信 プ ロ
グ ラ ム を 読 み 出 し て 、 Ｐ Ｃ 等 に イ ン ス ト ー ル さ せ 、 通 信 プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て Ｐ Ｃ 等 を 動
作 さ せ れ ば よ い 。 以 下 に 詳 細 な 説 明 を 行 な う 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ９ は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る Ｐ Ｃ ５ ０ ０ の 内 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 な お 、 図 ９ に は 説 明 の た め に 記 録 媒 体 ５ ５ ５ も 示 し て い る 。 ま た 、 図 ９ は 、 通 信 プ ロ グ
ラ ム １ ８ ０ を Ｐ Ｃ ５ ０ ０ に イ ン ス ト ー ル す る と き の 構 成 を 示 す 。 こ の 場 合 、 Ｐ Ｃ ５ ０ ０ は
、 通 信 装 置 １ ０ ０ と し て 動 作 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ９ に お い て 、 Ｐ Ｃ ５ ０ ０ は 、 外 部 の 通 信 機 器 と デ ー タ の 授 受 を 行 な う 通 信 部 ５ ６ ０ と
、 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ や デ ー タ ベ ー ス １ ９ ０ な ど が 格 納 さ れ て い る 記 憶 部 ５ ２ ０ と 、 ユ
ー ザ が Ｐ Ｃ ５ ０ ０ に 対 し て 入 力 を 行 な う た め の イ ン タ フ ェ ー ス を 接 続 す る た め の 入 力 部 ５
４ ０ と 、 Ｐ Ｃ ５ ０ ０ の 内 部 の 各 機 器 に 対 す る 各 種 処 理 や 、 演 算 処 理 等 を 行 な う 機 能 を 有 す
る 制 御 部 ５ １ ０ と を 備 え て い る 。 な お 、 Ｐ Ｃ ５ ０ ０ は 、 記 憶 部 ５ ２ ０ に 記 憶 さ れ た 通 信 プ
ロ グ ラ ム １ ８ ０ に 従 っ た 動 作 を 行 な う 。 通 信 部 ５ ６ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク と 有 線 ま た は 無 線
で 、 デ ー タ の 授 受 を 行 な う 上 述 の 通 信 部 １ ０ ３ と 同 様 な イ ン タ フ ェ ー ス で あ る 。 し た が っ
て 、 詳 細 な 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 さ ら に 、 Ｐ Ｃ ５ ０ ０ は 、 制 御 部 ５ １ ０ に よ っ て デ ー タ ア ク セ ス さ れ 、 一 時 的 に デ ー タ を
記 憶 す る ワ ー ク メ モ リ と し て 使 用 さ れ る デ ー タ 一 時 記 憶 部 ５ ２ ２ と 、 フ ォ ン ト デ ー タ 、 図
形 デ ー タ な ど を 表 示 す る た め の 画 像 を 生 成 す る の に 用 い る 画 像 デ ー タ が 記 憶 さ れ て い る Ｃ
Ｇ Ｒ Ｏ Ｍ （ Character Graphic Read Only Memory） ５ ３ ４ と 、 制 御 部 ５ １ ０ か ら の 描 画 指
示 に 応 じ て Ｃ Ｇ Ｒ Ｏ Ｍ ５ ３ ４ か ら 必 要 な 画 像 デ ー タ を 読 出 し 、 画 像 を 生 成 す る Ｖ Ｄ Ｐ （ Vi
deo Display Processor） ５ ３ ２ と 、 Ｖ Ｄ Ｐ ５ ３ ２ が 生 成 し た 画 像 を 一 時 的 に 記 憶 す る 機
能 を 有 す る Ｖ Ｒ Ａ Ｍ （ Video Random Access Memory） ５ ３ ６ と 、 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ が
記 録 さ れ た 記 録 媒 体 ５ ５ ５ か ら 、 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ を 読 み 出 す 機 能 を 有 す る 記 録 媒 体
ア ク セ ス 部 ５ ５ ０ と を 備 え る 。 な お 、 Ｖ Ｄ Ｐ ５ ３ ２ は Ｖ Ｒ Ａ Ｍ ５ ３ ６ を 利 用 し て 画 像 を 生
成 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 Ｐ Ｃ ５ ０ ０ に は 、 Ｐ Ｃ ５ ０ ０ か ら 出 力 さ れ た 画 像 デ ー タ に 基 づ い た 画 像 を 表 示 す る 表 示
部 ５ ３ ０ と 、 ユ ー ザ が Ｐ Ｃ ５ ０ ０ を 操 作 す る た め の イ ン タ フ ェ ー ス で あ る マ ウ ス ５ ４ ２ と
、 ユ ー ザ が Ｐ Ｃ ５ ０ ０ を 操 作 す る た め の イ ン タ フ ェ ー ス で あ る キ ー ボ ー ド ５ ４ ４ と が 入 力
部 ５ ４ ０ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 表 示 部 ５ ３ ０ は 、 前 述 の 表 示 部 １ ０ ５ と 同 様 な
表 示 機 器 で あ る 。 し た が っ て 、 詳 細 な 説 明 は 繰 り 返 さ な い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 記 憶 部 ５ ２ ０ は 、 制 御 部 ５ １ ０ に よ っ て デ ー タ ア ク セ ス さ れ る 。 な お 、 記 憶 部 ５ ２ ０ は
、 上 述 の 記 憶 部 １ ０ ２ と 同 様 な 機 器 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 制 御 部 ５ １ ０ は 、 前 述 の 制 御 部 １ ０ １ と 同 様 な 機 能 を 有 す る 。 し た が っ て 、 詳 細 な 説 明
は 繰 り か え さ な い 。 ま た 、 制 御 部 ５ １ ０ は 、 記 憶 部 ５ ２ ０ に 記 憶 さ れ た 通 信 プ ロ グ ラ ム １
８ ０ に 従 っ て 、 Ｖ Ｄ Ｐ ５ ３ ２ に 対 し 、 画 像 を 生 成 さ せ 、 当 該 画 像 を 表 示 部 ５ ３ ０ に 表 示 さ
せ る 指 示 （ 以 下 に お い て は 、 「 描 画 指 示 」 と す る ） を だ す 。
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【 ０ ０ ８ ８ 】
　 Ｖ Ｄ Ｐ ５ ３ ２ は 表 示 部 ５ ３ ０ と 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｖ Ｄ Ｐ ５ ３ ２ は 、 Ｖ Ｒ Ａ Ｍ ５
３ ６ に 記 憶 さ れ た 画 像 デ ー タ を 読 出 し 、 表 示 部 ５ ３ ０ に 、 当 該 画 像 デ ー タ に 基 づ く 画 像 を
表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 デ ー タ 一 時 記 憶 部 ５ ２ ２ は 、 デ ー タ を 一 時 的 に 記 憶 可 能 な Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memo
ry） 、 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ （ Static Random Access Memory） 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Dynamic Random Access M
emory） 、 Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Synchronous DRAM） 、 ダ ブ ル デ ー タ レ ー ト モ ー ド と い う 高 速 な デ
ー タ 転 送 機 能 を 持 っ た Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ で あ る Ｄ Ｄ Ｒ － Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Double Data Rate SDRAM）
、 Ｒ ａ ｍ ｂ ｕ ｓ 社 が 開 発 し た 高 速 イ ン タ フ ェ ー ス 技 術 を 採 用 し た Ｄ Ｒ Ａ Ｍ で あ る Ｒ Ｄ Ｒ Ａ
Ｍ （ Rambus Dynamic Random Access Memory） 、 Ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ － Ｒ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Direct Ramb
us Dynamic Random Access Memory） 、 そ の 他 、 デ ー タ を 揮 発 的 に 記 憶 保 持 可 能 な 構 成 を
有 す る 回 路 の い ず れ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 記 録 媒 体 ５ ５ ５ に 記 憶 さ れ て い る 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ は 、 制 御 部 ５ １ ０ の 動 作 （ イ ン
ス ト ー ル 処 理 ） に よ り 、 記 録 媒 体 ア ク セ ス 部 ５ ５ ０ か ら 読 み 出 さ れ 、 記 憶 部 ５ ２ ０ に 記 憶
さ れ る 。 な お 、 記 録 媒 体 ５ ５ ５ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ （ Digital Versatile Disk Read Only
 Memory） 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ （ Compact Disk Read Only Memory） 、 Ｍ Ｏ （ Magneto Optical 
Disk） 、 フ ロ ッ ピ ー （ 登 録 商 標 ） デ ィ ス ク 、 Ｃ Ｆ (Compact Flash) カ ー ド 、 Ｓ Ｍ （ Smart 
Media（ 登 録 商 標 ） ） 、 Ｍ Ｍ Ｃ （ Multi Media Card） 、 Ｓ Ｄ （ Secure Digital） メ モ リ ー
カ ー ド 、 メ モ リ ー ス テ ィ ッ ク （ 登 録 商 標 ） 、 ｘ Ｄ ピ ク チ ャ ー カ ー ド お よ び Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ 、
ハ ー ド デ ィ ス ク 、 磁 気 テ ー プ 、 そ の 他 不 揮 発 性 メ モ リ の い ず れ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 な お 、 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ が 記 録 さ れ る 機 器 は 、 Ｐ Ｃ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 プ ロ グ
ラ ム を イ ン ス ト ー ル 可 能 で 、 当 該 プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て 動 作 し 、 他 の 機 器 と 通 信 す る 機 能
を 有 す る 通 信 装 置 で あ れ ば よ い 。 当 該 通 信 装 置 と し て は 、 た と え ば 、 テ レ ビ 、 携 帯 電 話 、
Ｐ Ｄ Ａ 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た 、 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ は 、 サ ー バ 装 置 上 に 置 か れ た も の を 、 通 信 部 ５ ６ ０ を 経 由
し て ダ ウ ン ロ ー ド し た 後 、 記 憶 部 ５ ２ ０ に 保 存 し た も の を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 さ ら に 、 情 報 元 識 別 子 及 び 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ は 、 通 信 機 器
１ ３ ０ か ら 受 信 す る だ け で な く 、 デ ー タ が 記 録 さ れ た 記 録 媒 体 ５ ５ ５ か ら 記 録 媒 体 ア ク セ
ス 部 ５ ５ ０ を 経 由 し て 読 み 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 マ ウ ス ５ ４ ２ ま た は キ ー ボ ー ド ５ ４ ４ か ら の 入 力 指 示 は 、 入 力 部 ５ ４ ０ を 介 し て 制 御 部
５ １ ０ に 伝 達 さ れ る 。 制 御 部 ５ １ ０ は 、 入 力 部 ５ ４ ０ か ら の 入 力 指 示 に 基 づ い て 所 定 の 処
理 を 行 な う 。 す な わ ち 、 マ ウ ス ５ ４ ２ お よ び キ ー ボ ー ド ５ ４ ４ は 、 前 述 の 入 力 部 １ ０ ４ と
同 様 な 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 通 信 プ ロ グ ラ ム １ ８ ０ が イ ン ス ト ー ル さ れ た Ｐ Ｃ を 使 用 す る こ と
に よ り 、 通 信 装 置 １ ０ ０ が Ｐ Ｃ に よ っ て 構 成 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク に お い て も 、 本 発 明 を 適
用 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に お い て も 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と 考 え ら
れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ
、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ
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る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 通 信 装 置 １ ０ ０ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 通 信 装 置 １ ０ ０ と 、 通 信 機 器 １ ２ ０ ， １ ３ ０ ， １ ４ ０ と の
間 で や り 取 り さ れ る デ ー タ の 流 れ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 通 信 装 置 １ ０ ０ で 実 行 さ れ る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 ４ 】 情 報 元 識 別 子 お よ び 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ の 第 １ の 例 で
あ る 。
【 図 ５ 】 情 報 元 識 別 子 お よ び 情 報 元 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 含 む デ ー タ の 第 ２ の 例 で
あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ で 示 さ れ る デ ー タ を 受 信 し た と き に 表 示 部 １ ０ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 例 で あ る
。
【 図 ７ 】 図 ５ で 示 さ れ る デ ー タ を 受 信 し た と き に 表 示 部 １ ０ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 例 で あ る
。
【 図 ８ 】 デ ー タ か ら 取 り 出 し た 制 御 命 令 の 例 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 の 形 態 ２ に お け る Ｐ Ｃ ５ ０ ０ の 内 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 １ ０ ０ 　 通 信 装 置 、 １ ０ １ ， ５ １ ０ 　 制 御 部 、 １ ０ ２ ， ５ ２ ０ 　 記 憶 部 、 １ ０ ３ ， ５ ６
０ 　 通 信 部 、 １ ０ ３ Ａ ， １ ０ ３ Ｂ 　 通 信 用 イ ン タ フ ェ ー ス 、 １ ０ ４ ， ５ ４ ０ 　 入 力 部 、 １
０ ５ ， ５ ３ ０ 　 表 示 部 、 １ ２ ０ ， １ ３ ０ ， １ ４ ０ 　 通 信 機 器 、 １ ８ ０ 　 通 信 プ ロ グ ラ ム 、
１ ９ ０ 　 デ ー タ ベ ー ス 、 ５ ０ ０ 　 Ｐ Ｃ 、 ５ ２ ２ 　 デ ー タ 一 時 記 憶 部 、 ５ ３ ２ 　 Ｖ Ｄ Ｐ 、 ５
３ ４ 　 Ｃ Ｇ Ｒ Ｏ Ｍ 、 ５ ３ ６ 　 Ｖ Ｒ Ａ Ｍ 、 ５ ４ ２ 　 マ ウ ス 、 ５ ４ ４ 　 キ ー ボ ー ド 、 ５ ５ ０ 　
記 憶 媒 体 ア ク セ ス 部 、 ５ ５ ５ 　 記 録 媒 体 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(18) JP 2007-164273 A 2007.6.28



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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